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会　計　名 平成 30 年度歳出 平成 29 年度歳出 増減
一 般 会 計 32億6,389万円 32億8,448万円 2,059万円減
国 民 健 康 保 険 事 業 費 特 別 会 計 3億4,818万円 4億3,620万円 8,802万円減
簡 易 水 道 事 業 費 特 別 会 計 1億7,879万円 1億5,416万円 2,463万円増
特 定 環 境 保 全 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億6,320万円 2億9,515万円 3,195万円減
簡 易 排 水 施 設 事 業 特 別 会 計 162万円 265万円 103万円減
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 4,363万円 8,310万円 3,947万円減
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 3億5,745万円 3億4,183万円 1,562万円増
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2,790万円 2,731万円 59万円増

一般会計 + 特別会計　歳出総額 44億8,466万円 46億2,488万円 1億4,022万円減

決算額および前年との増減比較

一般会計歳出総額３２億６，３８９万円 （０．６％減）

歳 出

平成 30年度一般会計・特別会計決算報告

万円を認定！一般会計　32億6,389万円
特別会計　12億2,077万円

一般的経費

１１億６，６８５万円（35.8％）
物件費や維持補修費、基金への積立金など

義務的経費

１０億７，９６０万円（33.0％）
主に人件費や医療費の助成経費など

投資的経費

６億２，４６８万円（19.2％）
資産を将来に残すための経費

繰出金

３億９，２７６万円（12.0％）
特別会計事業費の負担金
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代
表
監
査
委
員

武
藤
　
義
憲
　
氏

総
合
意
見

（
１
）
一
般
会
計
の
村
税
徴
収
率
を

前
年
度
比
率
か
ら
み
る
と
現
年
度

分
、滞
納
繰
越
分
合
計
で
０
．
３
％

増
加
し
て
い
る
が
、
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
も
よ
り
一
層
の
徴
収
強

化
に
努
め
る
事
を
望
み
ま
す
。

　

予
算
執
行
状
況
は
有
効
適
正
で

あ
る
こ
と
は
認
め
ま
す
が
、
健
全

財
政
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
事

務
の
効
率
化
と
経
常
経
費
等
の
節

減
、
各
事
業
の
適
正
な
財
政
運
営

の
改
善
を
図
る
事
を
望
み
ま
す
。

（
２
）
特
別
会
計
の
各
会
計
に
お
い

て
様
々
な
要
因
は
あ
る
が
、
収
入

と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

今
後
、
更
に
徴
収
担
当
課
を
中
心

に
業
務
担
当
課
と
の
連
携
に
よ
り
、

徴
収
率
の
向
上
を
図
り
健
全
会
計

に
努
め
る
事
を
望
み
ま
す
。

決
算
監
査
報
告

平成 30年度一般会計・特別会計決算報告

決算総額44億8,466
歳 入

自主財源

１１億７３０万円（３２．０％）
村独自で確保できる自主財源（村税、繰入金、
繰越金など）。村税は固定資産税、軽自動
車税など。

依存財源

２３億５，６８９万円（６８．０％）
国や県から交付される財源（地方交付税、国庫・
県支出金など）。所得税、法人税、酒税、消費税
などは、一部が地方交付税として国から支給され
る。

一般会計歳入総額３４億６，４１９万円 （１．７％減）
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懲　罰　動　議
小椋元議員への懲罰について

全会一致で可決

上記内容を受け、本会議にて
議員活動３日の停止を全会一致で可決！

議員 4 人より議案提出

小椋元議員に対する問責決議案
議案提出の主な理由
第５回定例会後に６月 27 日付けの日本共産党北塩原支部名で発行、配布し
ている『伸びゆく北塩原』2019 年 6 月議会報告において以下の内容に抵触す
る記載があった。

１．議員報酬の増額に関する議案提出における経過の記載
　　〇事実とは異なる表記で村民に誤解を与えた
２．議会軽視
　　〇議会の価値と信頼性をき損するものである
３．新人議員への冒とく
　　〇『新人議員たちの初めての仕事は報酬値上げという事か』という表記
４．議員職務の放棄
　　〇招待を受けている村のイベントへの度重なる欠席
　　〇所管事務調査の欠席
５．議会運営の進行に関する非協力性
　　〇議員同士が議会運営に関する議案の意見交換や調整、村の課題を共有

する必要はないと時間内に帰宅する

また、上記以外でも現役最年長の現職議員として資質を疑う行動が多数みら
れる。

懲罰委員会の設置（議員５名にて審議）
懲罰委員会での審議　議員活動 3 日間停止が妥当

○提出者　佐藤　善博 議員
○賛成者　伊藤　敏英 議員、伊関　明子 議員、池田　睦宏 議員

あ ら ま し

第７回
定例会

　

令
和
元
年
第
７
回
定
例
会
が
９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。
１
日
目
は
村
長
か
ら
村
政
の
報
告
と
議
案
の
提
案

理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
４
日
目
は
小
椋
元
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
案
並
び
に
懲
罰
に
つ
い
て
の
動
議
を
審
議
・
可
決
の
後
、
５
日
目
ま
で

合
計
５
名
の
議
員
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
村
政
を
質
し
た
。
５
日
目
の
午
後
か
ら
６
日
目
の
午
前
ま
で
各
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
を
中
心
に
審
議
を
行
い
、
６
日
目
午
後
と
７
日
目
の
午
前
、
各
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、
合
計
33
の
議

案
（
追
加
議
案
も
含
む
）
が
行
わ
れ
、
原
案
可
決
が
32
案
、
同
意
が
１
案
と
な
っ
た
。
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一
般
会
計
決
算
質
疑

【
問
】
蟹
巻
　
尚
武 

議
員

　

裏
磐
梯
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
い
つ
完
成
す
る
の

か
。

【
答
】（
商
工
観
光
課
長
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
昨
年
完

成
し
ま
し
た
。

【
問
】
管
理
棟
が
完
成
す
れ

ば
す
べ
て
完
成
と
な
る
の

か
。

【
答
】（
商
工
観
光
課
長
）

　

今
年
度
に
管
理
棟
の
設

計
を
行
い
、
次
年
度
に
建

設
と
い
う
事
で
計
画
を
し

て
お
り
ま
す
。

【
問
】
池
田
　
睦
宏 

議
員

　

臨
時
職
員
の
雇
用
に
つ

い
て
、
な
ぜ
６
ヶ
月
雇
用

な
の
か
。

【
答
】（
総
務
企
画
課
長
）

　

地
方
公
務
員
の
制
度
ま

た
は
臨
時
職
員
と
い
う
性

質
上
６
ヶ
月
雇
用
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

【
問
】
６
ヶ
月
雇
用
で
は

保
障
と
か
雇
用
の
継
続
性

が
立
た
ず
集
中
出
来
な
い

と
い
う
声
も
あ
る
。
ま
た
、

国
も
非
常
勤
雇
用
や
非
正

規
と
い
う
言
葉
を
無
く
し

て
い
く
動
き
が
あ
る
中
で
、

村
で
は
こ
の
ま
ま
続
け
て

い
く
の
か
。

【
答
】（
総
務
企
画
課
長
）

　

法
改
正
を
受
け
令
和
２

年
度
よ
り
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
の
導
入
に
向
け

制
度
設
計
を
行
っ
て
お
り

年
間
の
安
定
し
た
雇
用
に

つ
な
が
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

【
問
】
観
光
費
の
委
託
料
に

つ
い
て
、
事
業
計
画
と
し

て
民
間
業
者
と
の
連
動
は

う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
か
。

採
算
性
の
検
証
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

【
答
】（
商
工
観
光
課
長
）

　

各
業
者
と
協
力
し
事
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
サ
イ

特
別
会
計
決
算
質
疑

【
問
】
佐
藤
　
善
博 

議
員

　

特
別
会
計
全
般
で
は
あ

る
が
、
不
納
欠
損
、
収
入

未
済
額
１
８
０
０
万
円
が

あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
が
あ
る
が
、
き
ち

ん
と
回
収
で
き
て
い
れ
ば

繰
入
金
も
減
る
と
思
わ
れ

る
が
村
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】（
建
設
課
長
）

　

村
民
の
皆
様
に
使
っ
て

い
た
だ
い
た
分
は
き
ち
ん

と
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

関
係
各
課
と
臨
戸
徴
収
な

ど
行
い
な
が
ら
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
不
納
欠
損

額
に
つ
い
て
は
、
対
象
の

方
が
亡
く
な
り
、
相
続
す

る
方
も
い
な
い
な
ど
回
収

が
出
来
な
い
も
の
を
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
計
画
作
成
の
た
め
の

調
査
の
段
階
で
あ
り
ま
す

の
で
、
観
光
誘
客
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
伊
関
　
明
子 

議
員

　

学
校
等
で
必
要
と
し
て

い
る
機
材
な
ど
き
ち
ん
と

確
認
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】（
教
育
課
長
）

　

学
校
と
教
育
委
員
会
で

は
予
算
編
成
時
に
学
校
の

要
望
を
伺
い
な
が
ら
編
成

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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令
和
元
年
度

 

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑

【
問
】
池
田
　
睦
宏 

議
員

　

移
住
支
援
給
付
金
事
業

に
つ
い
て
、
利
用
す
る
た

め
に
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
内
容
で
実
用
性
が

な
い
と
考
え
る
が
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
サ
イ
ト
や
他

の
情
報
と
リ
ン
ク
さ
せ
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】（
総
務
企
画
課
長
）

　

指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た

点
に
つ
い
て
は
非
常
に
有

効
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

【
問
】
佐
藤
　
善
博 

議
員

　

電
気
柵
の
関
係
だ
が
、

使
い
方
に
よ
り
効
果
が
異

な
る
た
め
、
指
導
者
が
必

要
と
考
え
る
が
、
そ
う
い
っ

た
費
用
は
見
込
ん
で
い
る

の
か
伺
う
。

【
答
】（
農
林
課
長
）

　

電
気
柵
購
入
業
者
か
ら

各
農
家
が
指
導
を
受
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

指
導
者
の
費
用
に
つ
い
て

は
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

幼
児
教
育
、
幼
稚
園
の

無
償
化
に
つ
い
て
、
今
ま

で
本
村
で
は
先
行
し
て
無

償
化
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
以
外
に
も
先
行
し
て

実
施
で
き
る
も
の
を
考
え

て
い
る
の
か
。

【
答
】（
住
民
課
長
）

　

今
回
の
無
償
化
に
対
す
る

国
か
ら
の
補
助
は
継
続
的
な

補
助
金
で
は
な
い
た
め
、
今

後
は
財
政
面
を
見
な
が
ら
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
佐
藤
　
善
博 

議
員

　

レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
地
内
の

水
道
工
事
に
つ
い
て
、
作
っ

た
あ
と
か
ら
壊
れ
て
い
く

よ
う
な
状
況
で
あ
る
が
、

単
年
度
の
計
画
で
は
な
く

年
次
計
画
を
た
て
て
や
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】（
建
設
課
長
）

　

水
道
管
の
整
備
に
つ
い

て
は
国
の
補
助
を
受
け
な

が
ら
年
次
計
画
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
レ
イ
ク

ウ
ッ
ド
の
件
に
つ
い
て
は

緊
急
的
に
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
、
９
月
30
日
で
任

期
が
満
了
と
な
る
酒
井
隆
司

氏
に
つ
い
て
、
再
任
の
追
加

議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
同
意
と
な
っ
た
。

酒
井　

隆
司　

氏
（
剣
ケ
峯
）

任
期　

　

令
和
元
年
10
月
１
日
～

令
和
５
年
９
月
30
日

人
事
案
件

陳
情
第
10
号

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

実
施
に
伴
う
陳
情
書

陳
情
者

　

福
島
県
保
育
連
絡
会

　
　

代
表　

大
宮　

勇
雄

主
な
内
容

　

10
月
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
の
実
施
に
当
た
り
、
す
べ

て
の
子
ど
も
に
格
差
な
く
、
質
の

高
い
保
育
を
保
証
す
る
立
場
か
ら

以
下
に
つ
い
て
陳
情
し
ま
す
。

１
．
給
食
食
材
（
副
食
費
）
の
取

　
　

り
扱
い
、
無
償
化
に
つ
い
て

２
．
無
償
化
実
施
に
か
か
わ
る
認

　
　

可
外
保
育
施
設
等
へ
の
対
応

　
　

に
つ
い
て

結
果

　
　
　
　

趣
旨
採
択　
　
　

陳
情
・
請
願

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

　
副
委
員
長
が
新
た
に
選
任

　
　
さ
れ
ま
し
た

　

新
副
委
員
長

　

遠
藤　

祐
一　

議
員



7
北塩原議会だより
No.182
令和元年 10 月発行

10月1日からの消費増税に伴う

各施設の使用料等の条例を可決しました！
◆村の各施設の使用料等◆

議　　案 施設・設備等
使用料等

変更前 変更後

北塩原村立学校施設使用料条例の一部を改正
する条例

・体育館
・運動場

１，０８０円 
５４０円

１，１００円 
５５０円

北塩原村生涯学習センター条例の一部を改正
する条例

・多目的ホール
・会議室、和室
・多目的大ホール

３，２４０円 
１，０８０円 
４，３２０円

３，３００円 
１，１００円 
４，４００円

北塩原村体育施設条例の一部を改正する条例
・体育館
・運動場、テニスコート
・暖房使用料

１，２３０円 
６１０円 

１，０８０円

１，３２０円 
６６０円 

１，１００円

北塩原村活性化センター設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例

・アリーナ
・和室

１，２３０円 
１，０８０円

１，３２０円 
１，１００円

北塩原村生活改善センター設置に関する条例
の一部を改正する条例

・大会議室
・小室

３，２４０円 
１，０８０円

３，３００円 
１，１００円

北塩原村コミュニティセンターの設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例

・大集会室
・小室

５，４００円 
１，０８０円

５，５００円 
１，１００円

北塩原村保健センター条例の一部を改正する
条例 ・施設利用料 １，０８０円 １，１００円

北塩原村墓地公園条例の一部を改正する条例 ・墓地使用料 ５４０円 ５５０円

北塩原構造改善センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例

・大会議室
・小室

３，２４０円 
１，０８０円

３，３００円 
１，１００円

北塩原村自然環境活用センターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例 ・施設利用料 １，０８０円 １，１００円

◆上下水道関係◆

議　　案 施設・設備等
税　　率

変更前 変更後
北塩原村生活排水処理施設等設置条例の一部を改
正する条例

・上下水道、下水施
設使用の税率

１００分
の１０８

１００分
の１１０北塩原村水道条例の一部を改正する条例

北塩原村特定環境保全下水道条例の一部を改正す
る条例
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村
政
を
質
す
！！

5
人
の
議
員
が
一
般
質
問

ズバリ ! !

議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
で
、

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

１　伊藤　敏英　議員　・・・・・・・・・・  ９
　○人口減少対策について

　〇村長の政治姿勢について

　〇防災体制について

２　池田　睦宏　議員　・・・・・・・・・・１０
　〇クマによる旅行者の人身被害について

　〇五色沼の売店と旅行者の間で発生したトラブルについて

　〇今後の観光振興の取り組みについて

３　佐藤　善博　議員　・・・・・・・・・・１１
　〇村長の政策方針について

４　伊関　明子　議員　・・・・・・・・・・１２
　〇裏磐梯での期日前投票について

　〇防災・減災について

　〇五色沼のビューポイント確保について

　〇「人とクマの住み分け事業」の地区決定について

　〇公共交通機関について

　〇除雪について

　〇一人暮らしの高齢の方の除雪について

　〇『北塩原村の歌』の普及について

５　若林　幸子　議員　・・・・・・・・・・１３
　〇全国学力テストと来年度から授業時数が増えることについて

　〇幼稚園の早朝保育について

　〇夏休みの観光客の状況について

　〇社会福祉協議会の職員について
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し
て
は
、
達
成
で
き
て
い
な
い

と
い
う
状
況
で
す
。

問 

県
町
村
会
会
長
、
全
国

町
村
会
副
会
長
な
ど
に
就
任

し
、
村
の
行
政
に
支
障
は
な

い
の
か
伺
う
。

答
（
村
長
）

　

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

会
議
や
県
、
国
へ
の
要
望
活

動
も
あ
り
日
程
が
多
い
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
公

務
に
よ
り
村
を
離
れ
る
場
面

が
増
え
ま
す
が
、
一
方
で
村

単
独
で
は
調
整
が
困
難
な
問

題
も
全
国
各
地
の
貴
重
な
情

報
を
得
る
機
会
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
議
員
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

こ
の
前
質
問
し
た
よ
う

に
村
営
住
宅
で
は
家
賃
が

急
に
上
が
る
な
ど
の
問
題
に

対
策
を
検
討
す
る
と
の
事
で

あ
っ
た
が
、
検
討
の
結
果
と

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

答
（
建
設
課
長
）

　

村
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て
、

所
得
制
限
や
入
居
条
件
に
縛

ら
れ
な
い
よ
う
に
弾
力
的
に

運
用
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
家
賃

の
値
上
が
り
分
の
補
助
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
結
論
ま
で
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
早
急
に
結

論
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

北
塩
原
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
・
創
生
総
合
戦
略
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

総
合
戦
略
で
は
68
事
業

に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た

が
平
成
30
年
度
末
の
時
点

で
は
完
了
し
た
事
業
が
49

事
業
、
完
了
し
て
い
な
い

ま
た
は
未
実
施
の
事
業
が

19
事
業
で
す
。

問 

こ
の
計
画
は
村
に
と
っ
て

と
て
も
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
未
達
成
や
未
着
手
が
あ

る
と
い
う
事
は
組
織
と
し
て

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
内
部
状
況
で
県

や
全
国
の
町
村
会
の
要
職
な

ど
就
く
べ
き
で
は
な
い
。
責

任
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
村
長
）

　

村
の
事
も
し
っ
か
り
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
村
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
部
分

も
あ
り
ま
す
の
で
相
談
を
し

な
が
ら
村
づ
く
り
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問 

移
住
者
を
増
や
す
対
策

と
し
て
、
目
標
値
を
記
載
し

て
お
り
、
単
純
に
計
算
す
れ

ば
約
２
６
０
人
が
増
え
る
わ

け
だ
が
、
住
宅
用
地
、
公
営

住
宅
、
ど
こ
に
で
き
た
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

村
が
整
備
す
る
住
宅
用

地
は
現
在
計
画
中
で
０
区
画

で
未
達
成
で
す
。
公
営
住
宅

に
つ
い
て
も
、
現
在
58
戸
で
、

64
戸
は
未
達
成
で
す
。
空
き

家
改
修
は
平
成
30
年
度
は
活

用
の
実
績
は
０
件
で
す
。

問 
移
住
希
望
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
数
々
の
事
業

に
つ
い
て
も
目
標
値
を
挙
げ

て
い
る
が
、
相
談
員
の
設
置

を
進
め
る
ほ
か
、
空
き
家
を

利
用
し
た
企
業
の
支
援
を
実

施
す
る
と
あ
る
。
ま
た
、
企

業
支
援
２
人
。
相
談
員
は
３

人
と
あ
る
。
国
、
県
、
文

化
財
指
定
件
数
３
件
。
ふ

る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

１
５
０
０
万
。
子
育
て
支
援

推
進
会
議
の
設
立
。
常
設
交

流
広
場
設
置
２
ヶ
所
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置
。
こ
れ
は
実
施
さ
れ

た
の
か
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

伊
藤
議
員
が
た
だ
さ
れ
ま

し
た
指
標
に
つ
い
て
は
、
達

成
で
き
て
い
な
い
と
い
う
状

況
で
す
。

問 

結
婚
を
希
望
す
る
村
民

を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
の

推
進
と
い
う
件
で
は
、
出
会

い
の
場
を
創
出
す
る
と
あ
り
、

参
加
者
80
人
を
達
成
す
る
と

う
た
っ
て
い
る
。
結
婚
相
談

員
を
５
人
養
成
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
決
ま
っ
た
人

は
い
る
の
か
。
婚
活
支
援
に

よ
る
成
婚
組
数
５
組
は
達
成

し
た
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

者
数
、
結
婚
相
談
員
の
設
置

者
数
、
支
援
に
よ
り
ま
す
成

婚
の
組
数
、
こ
れ
に
つ
き
ま

伊
藤
　
敏
英

人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
、６
月
議
会
の
質

問
と
ま
ち・
ひ
と・し

ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
進
捗
状
況
を
問
う

村
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て
伺
う
。



10
北塩原議会だより
No.182
令和元年 10 月発行

池
田 

睦
宏

問 

ク
マ
の
人
身
被
害
に
つ

い
て
続
い
て
い
る
が
、
原

因
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
農
林
課
長
）

　

五
色
沼
の
被
害
で
は
、
県

や
関
係
機
関
と
現
地
確
認

を
し
た
結
果
、
誘
引
材
料
は

確
認
で
き
な
い
状
況
で
し

た
。
対
策
と
し
て
は
、
巡

回
や
遊
歩
道
上
へ
注
意
看

板
の
設
置
、
草
刈
り
や
ク

マ
鈴
及
び
発
光
式
鳥
獣
防

除
機
器
の
設
置
、
防
災
無

線
や
村
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
注
意
喚
起
な
ど
を

講
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
来

年
度
、
県
の
助
成
で
村
の

鳥
獣
対
策
専
門
員
を
設
置

す
る
た
め
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

問 

現
在
設
置
し
た
ク
マ
鈴

が
無
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
県
や
環
境
省
が
集
ま
っ

て
会
議
を
行
っ
た
際
、
私
も

参
加
し
た
が
、
対
策
の
可

視
化
を
と
い
う
事
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
活
動
が
見
え

な
い
。
旅
行
者
の
窓
口
と

な
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

や
サ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
の
情
報
発
信
の
共
有
は

出
来
て
い
る
の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

　

ク
マ
鈴
に
つ
い
て
は
商

工
観
光
課
よ
り
追
加
発
注

し
て
い
る
と
の
事
で
す
。
対

策
の
可
視
化
に
つ
い
て
は

目
撃
情
報
を
マ
ッ
プ
に
落

と
し
込
み
、
そ
れ
を
観
光

施
設
等
で
周
知
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

人
の
生
死
に
関
わ
る
問

題
で
あ
り
、
重
要
性
の
高

い
問
題
で
あ
る
。
村
民
や

観
光
客
の
安
全
を
守
る
村

長
と
し
て
、
農
林
課
、
商

工
観
光
課
、
関
係
各
課
と

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
意
思
は
あ
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　

農
林
課
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
関
係
各
課
・
機
関
と

連
携
し
て
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

問 

五
色
沼
の
ト
イ
レ
利
用

に
つ
い
て
、
教
育
旅
行
で
来

村
し
た
中
学
校
か
ら
県
を

通
じ
観
光
協
会
に
ク
レ
ー

ム
が
入
っ
た
と
の
事
だ
が

村
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
た
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

村
で
は
関
係
事
業
者
か

ら
話
を
聞
く
と
共
に
、
来

村
さ
れ
た
中
学
校
や
旅
行

会
社
を
訪
れ
て
状
況
を
説

明
し
、
今
後
と
も
継
続
し

て
教
育
旅
行
へ
来
て
頂
け

る
よ
う
依
頼
を
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
お
客
様

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

観
光
プ
ラ
ザ
の
ト
イ
レ

へ
の
誘
導
看
板
の
設
置
に

つ
い
て
、
小
さ
な
看
板
が

暫
定
的
に
設
置
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
根
本
的

な
駐
車
場
の
誘
導
か
ら
利

用
者
の
導
線
を
考
え
た
対

策
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
売
店
の
ト
イ

レ
利
用
に
関
し
て
ど
の
程

度
話
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

８
月
下
旬
に
高
さ
１
．
５

ｍ
、
幅
40
〜
50
㎝
の
案
内

板
を
３
か
所
設
置
し
ま
し

た
。
売
店
の
ト
イ
レ
利
用

に
関
し
て
は
話
を
重
ね
て

お
り
、
行
政
と
協
力
し
て

い
く
の
で
あ
れ
ば
と
一
定

の
ご
理
解
は
得
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
最
終
的
な

合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

問 

観
光
プ
ラ
ザ
か
ら
遊
歩

道
ま
で
の
道
に
つ
い
て
進

捗
を
伺
う
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

観
光
プ
ラ
ザ
か
ら
直
接
遊

歩
道
へ
の
道
に
つ
い
て
、
付

多
発
す
る
熊
の
人
身

被
害
に
つ
い
て
問
う

五
色
沼
の
売
店
と
旅

行
者
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て

近
の
キ
ャ
ン
プ
場
へ
お
願
い

へ
行
き
ま
し
た
が
敷
地
の
真

ん
中
を
通
る
の
は
認
め
ら
れ

な
い
と
の
事
で
あ
り
進
ん
で

い
な
い
状
況
で
す
。

問 

観
光
プ
ラ
ザ
か
ら
直
接

遊
歩
道
に
出
る
道
に
つ
い

て
、
2
年
前
に
話
が
あ
り

私
が
話
を
つ
な
い
だ
の
だ

が
、
当
時
は
キ
ャ
ン
プ
場

所
有
者
か
ら
も
理
解
が
得

ら
れ
て
進
む
も
の
と
思
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
放
置

し
て
い
た
の
で
は
同
意
が

得
ら
れ
な
い
の
も
当
然
で

は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

今
後
、
土
地
所
有
者
や

環
境
省
と
相
談
し
な
が
ら

検
討
を
し
観
光
プ
ラ
ザ
を

有
効
活
用
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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問 

村
長
の
政
策
方
針
の
中

で
、『
地
域
資
源
の
魅
力
を

高
め
、
誘
客
、
観
光
施
設
、

多
彩
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
、

四
季
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
』
と
あ

る
が
、
五
色
沼
の
景
観
が

悪
く
観
光
客
に
不
評
で
あ
る
。

村
の
対
処
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

平
成
20
年
度
か
ら
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
確
保
に
つ
い
て
、

国
・
県
へ
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
29
年

に
は
る
り
沼
に
展
望
台
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
更
な

る
要
望
活
動
の
結
果
、
７
月

に
ふ
く
し
ま
グ
リ
ー
ン
復
興

構
想
が
公
表
さ
れ
、
五
色
沼

の
新
た
な
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
選
定
、
整
備
、
展
望
台

の
改
修
に
向
け
て
検
討
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問 
対
策
が
遅
い
の
で
は
な
い

か
。
ク
マ
の
件
で
も
そ
う
だ

が
、
今
の
お
客
さ
ん
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た

め
に
村
長
は
も
っ
と
要
望
に

行
き
、
誠
意
を
見
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

今
ま
で
対
策
を
試
し
、
県

や
国
へ
要
望
も
行
き
ま
し
た
。

今
回
、
ふ
く
し
ま
グ
リ
ー
ン

復
興
構
想
で
国
立
公
園
の
見

直
し
が
図
ら
れ
、
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
確
保
と
い
う
事
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
委
員
会
で
意
見
を
ま
と

め
て
要
望
活
動
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問 

観
光
客
の
ク
マ
被
害
に

つ
い
て
対
策
を
行
っ
て
い
る

が
、
観
光
客
が
安
心
し
て
来

て
も
今
度
は
ト
イ
レ
問
題
な

ど
も
あ
る
。
６
月
の
議
会
で

は
７
月
末
ま
で
に
対
応
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、我
々

議
会
が
結
果
を
聞
い
た
の

が
８
月
下
旬
で
あ
っ
た
。
な

ぜ
遅
く
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、

そ
の
判
断
を
村
長
は
い
つ

行
っ
た
の
か
伺
う
。

答
（
村
長
）

　

６
月
議
会
終
了
後
か
ら
、

訪
問
し
期
間
を
限
定
し
た

キ
ャ
ン
プ
場
の
通
過
つ
い
て

協
力
の
依
頼
を
し
ま
し
た
が
、

同
意
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
五
色
沼
の
売
店

に
も
、
協
力
の
お
願
い
を
し
、

最
終
的
に
、
売
店
の
ト
イ
レ

利
用
に
つ
い
て
は
村
で
一
部
費

用
を
負
担
も
や
む
を
得
な
い

と
26
日
に
判
断
し
、
こ
の
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

問 

経
費
を
一
部
負
担
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
こ
こ
だ
け

な
の
か
。
や
る
の
で
あ
れ
ば

全
て
の
施
設
に
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

昨
年
ま
で
五
色
沼
の
施
設

に
対
し
て
水
道
料
の
一
部
を

負
担
し
た
経
緯
が
あ
り
、
観

光
プ
ラ
ザ
の
完
成
後
、
補
助

金
を
や
め
ま
し
た
が
、
あ
る

程
度
解
放
し
て
頂
い
て
い
る

よ
う
で
し
た
の
で
、
こ
の
施

設
に
い
く
ら
か
で
も
払
う
べ

き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

個
々
の
施
設
だ
け
と
い

う
の
は
納
得
が
い
か
な
い
。

他
の
自
治
体
で
は
、
公
共
の

ト
イ
レ
を
持
た
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
補
助
を
す
る
こ

と
で
町
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
裏
磐

佐
藤 

善
博

魅
力
の
あ
る
観
光
と

農
業
の
村
づ
く
り
に

つ
い
て

梯
・
北
塩
原
村
の
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
た
め
に
は
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
（
村
長
）

　

五
色
沼
を
見
に
来
る
方
の

８
割
、
９
割
は
毘
沙
門
沼
を

訪
れ
ま
す
。
全
部
に
補
助
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
協
議
し
て
参
り
ま
す
。
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答
（
農
林
課
長
）

　

こ
の
事
業
の
範
囲
は
裏

磐
梯
地
区
全
体
と
な
る
予

定
で
す
。
10
月
上
旬
に
関
係

者
を
集
め
た
勉
強
会
を
実

施
し
た
い
と
県
か
ら
話
が

あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
雇

用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
専

門
員
を
雇
用
す
る
た
め
に
、

県
の
協
力
の
も
と
進
め
て

お
り
ま
す
。

問 

村
民
が
歌
を
口
ず
さ
め

る
よ
う
、
昼
の
防
災
無
線

の
音
楽
や
、
各
学
校
の
行

事
等
で
使
用
す
べ
き
で
あ

る
が
考
え
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

村
の
歌
に
つ
い
て
、
各

小
中
学
校
で
は
行
事
や
朝

の
放
送
な
ど
に
活
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
次
年

度
予
算
に
計
上
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

伊
関 

明
子

問 

７
月
に
実
施
さ
れ
た
参

院
選
で
の
裏
磐
梯
の
期
日

前
投
票
の
結
果
と
11
月
の

県
議
選
で
の
実
施
予
定
に

つ
い
て
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

７
月
の
実
施
で
は
２
日
間

で
延
べ
１
１
５
人
の
方
が
投

票
し
ま
し
た
。
11
月
に
つ
い

て
も
、
２
日
間
実
施
す
る
こ

と
で
９
月
１
日
開
催
さ
れ
た

選
挙
管
理
委
員
会
で
確
認
し

ま
し
た
。

問 

11
月
の
実
施
に
つ
い
て

各
区
長
な
ど
と
話
し
合
い

は
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
本
庁
と
同
じ
よ
う
に
投

票
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

こ
と
は
公
助
の
基
本
で
あ

る
。
そ
の
後
の
考
え
、
決

定
事
項
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

区
長
と
選
挙
管
理
委
員

会
で
の
話
し
合
い
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
11
月
の
選

挙
後
に
は
選
挙
管
理
委
員
会

で
様
々
な
検
証
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

問 

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

６
月
に
質
問
を
し
た
が
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
（
住
民
課
長
）

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
基

礎
と
な
る
多
方
面
か
ら
の

意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め

関
係
者
を
交
え
た
座
談
会

形
式
の
よ
う
な
も
の
の
実

施
と
、
専
門
家
を
招
き
防

災
勉
強
会
を
年
内
に
開
催

す
る
事
を
計
画
し
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

問 

有
事
の
際
、
現
在
の
レ

ベ
ル
で
し
か
対
応
が
出
来

な
い
と
い
う
事
に
な
る
が
、

こ
の
件
に
つ
い
て
県
や
国

に
対
し
、
連
携
や
要
請
に
つ

い
て
の
働
き
か
け
は
行
っ

た
か
伺
う
。

答
（
住
民
課
長
）

　

村
で
は
今
年
度
の
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
火
山
に
つ
い

て
は
数
多
く
県
で
も
会
議

が
行
わ
れ
て
お
り
、
12
月

に
は
火
山
防
災
協
会
主
催

の
訓
練
も
計
画
し
て
お
り
、

専
門
家
の
知
見
な
ど
取
り

入
れ
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
り
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
確

保
に
つ
い
て
作
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
新
た
な
雇
用

は
生
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

五
色
沼
自
然
探
勝
路
歩

道
管
理
検
討
会
が
再
開
さ

れ
、
３
回
の
調
査
を
実
施

し
、
次
年
度
以
降
の
計
画

の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
環
境
省
が
主
体
と
な
っ

て
お
り
、
新
た
な
雇
用
が

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

問 

裏
磐
梯
地
区
が
追
加
決

定
と
な
っ
た
が
範
囲
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ま
た
、
新

た
な
雇
用
が
生
ま
れ
る
か

伺
う
。

期
日
前
投
票
で
７
月
の
実

施
の
結
果
と
11
月
県
議
選

で
の
実
施
に
つ
い
て

人
と
ク
マ「
す
み
分
け
」

事
業
の
地
区
決
定
に

つ
い
て

五
色
沼
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
確
保
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

「
北
塩
原
村
の
歌
」

の
普
及
に
つ
い
て
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ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
事
務

局
が
手
伝
う
様
子
も
な
い
。

辞
め
て
い
く
人
も
多
い
よ

う
で
あ
る
か
ら
も
っ
と
村

民
を
雇
用
し
現
場
に
人
を

配
置
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

（
住
民
課
長
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
基
準

を
満
た
す
人
員
体
制
で
職

務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
管

理
者
の
責
任
の
も
と
に
、

適
正
に
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
、

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

問 

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か

ら
当
村
と
し
て
ど
の
よ
う

な
指
導
計
画
の
方
針
を
立

て
る
の
か
、
県
の
方
針
や

村
の
考
え
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）

　

テ
ス
ト
の
結
果
を
受
け
、

今
年
度
の
学
力
向
上
の
総

合
計
画
に
照
ら
し
合
わ
せ

た
補
充
指
導
や
取
り
出
し

指
導
を
強
化
し
、
個
々
の

能
力
、
そ
れ
か
ら
適
性
を

見
極
め
た
指
導
を
進
め
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
校
の
授
業
時
数
の
増

加
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
村
で
は
、
１
年
前

倒
し
で
授
業
時
数
の
増
加

に
対
応
し
た
教
育
課
程
を

編
成
し
て
お
り
ま
す
。

問 

子
供
た
ち
は
無
限
の

可
能
性
が
あ
り
今
回
成
績

が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
子

も
希
望
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の

学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、『
ビ
リ
ギ
ャ
ル
』
で

有
名
な
小
林
さ
や
か
さ
ん

と
い
う
方
が
全
国
で
講
演

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
の
で

よ
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）

　

小
林
さ
や
か
氏
の
招
聘

つ
い
て
は
、
手
続
き
や
金

銭
的
な
問
題
が
あ
る
と

思
わ
れ
、
お
約
束
は
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

問 

夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら

な
ぜ
急
に
早
朝
保
育
を
始

め
た
の
か
伺
う
。

答
（
教
育
課
長
）

　

要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
検

討
し
た
結
果
、
利
便
性
の

向
上
と
子
育
て
支
援
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
こ
の
夏

休
み
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

問 

保
護
者
が
何
年
も
前

か
ら
希
望
し
て
い
た
と
聞

い
て
い
る
。
保
護
者
の
間

で
は
村
長
の
お
孫
さ
ん
が

入
り
、
そ
う
な
っ
た
と
い

う
の
も
聞
こ
え
る
が
そ
れ

は
事
実
か
。

答
（
村
長
）

　

６
月
の
総
合
教
育
会
議

で
そ
う
い
っ
た
声
が
あ
る
の

を
初
め
て
知
り
、
状
況
を

確
認
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
孫
が
入
園
し
た
か

ら
そ
う
さ
せ
た
と
い
う
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

職
員
の
配
置
に
つ
い

て
何
人
雇
用
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
社
協
に
携
わ
っ
て

い
る
方
は
、
全
部
で
何
人

か
、
村
内
は
何
人
、
村
外

か
ら
の
雇
用
は
何
人
か
を

伺
う
。

答
（
住
民
課
長
）

　

職
員
の
配
置
で
す
が
、

９
月
１
日
現
在
で
総
数
23

名
で
あ
り
ま
す
。
村
内
外

の
雇
用
の
内
訳
は
、
23
名

の
う
ち
村
民
は
13
名
、
村

外
は
10
名
と
い
う
状
況
で

す
。問 

現
地
を
視
察
し
た
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
人
の
命

を
預
か
る
と
こ
ろ
な
の
に

若
林 

幸
子

全
国
学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て
と
翌
年
に
授

業
時
数
が
増
え
る
事

に
つ
い
て
伺
う

幼
稚
園
の
早
朝
保
育

実
施
に
つ
い
て
伺
う

社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
に
つ
い
て
伺
う
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『
編
集
後
記
』

　

秋
涼
の
候
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
裏
磐

梯
の
山
々
も
色
づ
き
始
め

ま
し
た
。
今
年
度
も
半
分

が
終
わ
り
、
定
例
議
会
も

２
回
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ

れ
か
ら
村
が
向
か
う
未
来
に

つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
親
身
に
な
っ
て

お
伝
え
し
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
一
同

編
集
委
員

委

員

長

伊

藤

敏

英

副
委
員
長

若

林

幸

子

委

員

遠

藤

祐

一

委

員

池

田

睦

宏

委

員

小

椋

　

眞

表
紙
の
紹
介

小
学
校
陸
上
競
技
大
会

９
月
25
日
に
さ
く
ら
小
学
校
で
、

さ
く
ら
・
裏
磐
梯
２
校
に
よ
る
陸

上
大
会
が
開
催
さ
れ
、
両
校
の
５
・

６
年
生
合
わ
せ
て
５
０
名
が
、
晴

天
の
秋
空
の
下
、
７
種
の
競
技
で

競
い
合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

議会傍聴にお越しください！
次回定例会は １２月６日 開会予定です。

お問い合わせは議会事務局まで。
ＴＥＬ：（２３）３２６３　ＦＡＸ：（２５）７３５８

HPアドレス：http://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp/gikai/

村のこれからが見える議会傍聴にぜひ足をお運びください。

議
会
運
営
委
員
会
研
修
調
査

　

令
和
元
年
10
月
１
日
〜
２
日

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、「
議
会

基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
た

検
討
を
行
う
た
め
、
栃
木
県
野

木
町
を
訪
問
し
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
地
方
自
治
体
の
責
任
の

範
囲
が
増
え
て
来
て
い
る
近
年

の
変
化
に
対
応
し
、
議
会
の
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
活
動
報
告

旧下野煉化製造会社煉瓦窯（国指定重要文化財）


